
～ GISを用いた農地傾斜算定の事例について紹介します ～

長崎県内4団体、水土里ネット長崎

内容：水土里情報システムに登録されている農地筆等を活用して、中山間地域の

協定、団地等の情報を整備。

農地の傾斜を算定し、中山間地域等直接支払に必要な調書を作成。

経緯：申請に必要となる傾斜の測定に時間、労力を要していたため、システムを

利用することにより、労力の軽減を図ることとなった。

取組概要

今回紹介する団体：

出力調書

システム画面
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・水土里情報システムに集約することで、他事業（多面的、中間管理等）との

情報共有を行い、人・農地プラン等の策定に活用。

■お問い合せ先

長崎県土地改良事業団体連合会 総務部 会員支援課 095-823-3101（代）

ＧＩＳシステムのバージョン情報

水土里Maps7.1

水土里情報システム Ver.3 （クラウド運用）

取組による効果

①導入前は傾斜を測定するために、現地で測量を行ったり、地図上で傾斜を

計算していたが、システムでは傾斜線を引くことにより傾斜を算定できるため、

作成にかかる時間や人件費の削減が図られた。

※1団地当りにかかる時間

導入前 図測 約30分 測量 約4時間

導入後 図上算定 約5分
②新規に取り組む地区を策定する際に、シミュレーションを行うことができる。

③システムを利用することで年度別管理が可能となり、担当職員が異動しても、

以前のデータを迅速かつ容易に確認することができる。

今後の活用予定

4期時点の農地
傾斜、団地

例：除外農地の管理

※色が付いていない
筆が除外農地

（5期）

例：レイヤでの年度管理
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